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まえがき 

この規格は，産業標準化法第 16 条において準用する同法第 12 条第 1 項の規定に基づき，国立研究開発

法人産業技術総合研究所（AIST）及び一般財団法人日本規格協会（JSA）から，産業標準原案を添えて日

本産業規格を改正すべきとの申出があり，日本産業標準調査会の審議を経て，厚生労働大臣及び経済産業

大臣が改正した日本産業規格である。これによって，JIS T 0311:2009 は改正され，この規格に置き換え

られた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。厚生労働大臣，経済産業大臣及び日本産業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の

特許出願及び実用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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金属製骨ねじの機械的試験方法 

Mechanical testing methods for metallic bone screws 

 

1 適用範囲 

この規格は，金属製骨ねじのねじり破壊試験方法，模擬骨などを用いたねじ込み試験方法及び引抜き試

験方法について規定する。 

2 引用規格 

次に掲げる引用規格は，この規格に引用されることによって，その一部又は全部がこの規格の要求事項

を構成している。この引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS T 0312 金属製骨接合用品の曲げ試験方法 

3 用語及び定義 

この規格で用いる主な用語及び定義は，次による。 

3.1 

骨ねじ（screw） 

ねじ山をもった円筒形のもので，整形外科用のインプラントを骨に固定するねじ 

注釈 1 骨折部を直接固定するねじ，整形外科用のインプラント同士を固定するねじなど，用途に応じ

て様々なタイプがある（表 1 参照）。 

3.2 

模擬骨（model bone） 

皮質骨及び海綿骨の力学特性を模擬した力学試験用の骨 

注釈 1 模擬骨には，次のものなどがある。 

a) 皮質骨（cortical bone）フォーム：ポリウレタン及びエポキシ樹脂等のプラスチック類など。 

b) 海綿骨（cancellous bone）フォーム：硬質緻密ポリウレタンフォーム（solid rigid polyurethane 

foam），硬質発泡ポリウレタンフォーム（cellular rigid polyurethane foam）など（図 A.1 及び

表 A.1 参照）。 

c) 複合骨（composite bone）：外郭に皮質骨フォーム，内側に海綿骨フォームを組合せた模擬

骨。 

d) カスタム骨（custom bone）：模擬骨の構造及び形状等を人体の骨構造に模擬したもの。 

  


